
令和６年度

会津美里町の予算

町では、お金の出し入れをわかりやすくするために、

事業によってお財布を分けて管理しています。

これらのお財布をそれぞれ一般会計、特別会計または

公営企業会計とよんでいます。

一般会計予算額 117億6,800万円

一般会計予算とは、町の基本的な行政サービスである教育・福祉や道路、公園の整

備などを行うための予算です。主な収入は、町税（町民税や固定資産税など）、国庫

支出金、地方交付税、地方債（町の借金）などです。

特別会計予算額 58億9,604万円

■国民健康保険特別会計 24億7,483万円
■介護保険特別会計 31億1,541万円
■後期高齢者医療特別会計   2億8,654万円 

■住宅用地造成事業特別会計 1,904万円
■永井野財産区特別会計 22万円

特別会計予算とは、特定の目的のための会計予算で、国民健康保険税など特定の収

入があり、一般会計から切り離して収入・支出を経理する予算のことです。町では、５つ

の特別会計予算があります。

公営企業会計予算額 16億3,882万円
■水道事業会計 6億9,097万円 ■下水道事業会計 9億4,785万円

公営企業会計予算とは、料金収入等によって事業を運営し、企業会計（複式簿記、発

生主義）による経理を行う予算です。町では、２つの公営企業会計予算があります。

予算合計 193億286万円

町の予算書については

町ホームページにおいて公表しております
予算書はこちらから
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予算についていろいろな質問にお答えします

予算ってなんだろう？

予算ってどうやって決めるの？

一度決めた予算を変えることはないの？

予算を使ったあとは？

年間（ 月～翌年 月）の収入（入ってくるお金）と支出（使うお金）を見積ることで

す。

町では、新しい年度が始まる前に、その 年間でどのくらいの収入があるのか、そして、その

年間の行政サービスをどのように行うのかを計画し、そのために使うお金を見積ります。

町の予算書には、これから使う 年間のお金の使いみちが書かれています。

町長が予算案をつくります。そして町議会の審議と議決によって成立します。

町のそれぞれの担当課は、町民のみなさんの意見や要望を聴き、「 年間の行政サービス」

を検討します。町長は、各担当課の案と町長自身のまちづくりへの想いをもとに予算案をま

とめ、町議会に提案します。町民を代表する町議会議員が、提案された予算案をいろいろな

面から議論、審議して、町議会の議決により予算が成立します。

変えることがあります。補正予算といいます。

町議会が議決した予算を使っていくうえで、予算を見積るときには予測できなかったことが起

こるときがあります。例えば、地震や台風などの自然災害により、急に予定外のお金が必要と

なる場合があります。この場合にも、町長が変更する予算案をつくり、最初の予算と同じよう

に町議会へ提案します。この予算を補正予算といいます。

その年度の予算の収支の結果を決算書として作成し、町議会の認定を受けます。

入ってくる予定のお金とその使いみちが予算ですが、その予算を使った結果を決算といいます。

決算は、 年間に予算の範囲内で行政サービスを行った結果をあらわしています。新しい年度

が始まる前に決めた予算と、その後の補正予算で見積った収入と支出の結果（入ってきたお

金と使ったお金）を決算書として作成し、町議会の認定を受けることになります。
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一般会計の歳出
一年間の町の支出に

ついて説明します

令和６年度町税の内訳 町税収入の推移

（万円）

※令和４年度までは決算額、令和５年度は決算見込額、
令和６年度は当初予算額です。

歳歳出出合合計計

111177億億66,,880000万万円円

総務費

24億5,748万円

民生費

30億1,702万円

衛生費

5億9,234万円

農林水産業費

7億2,621万円
商工費

1億8,995万円

土木費

8億4,632万円

消防費

5億5,295万円

教育費

17億4,114万円

災害復旧費

5,059万円 公債費

11億354万円

諸支出金

3億5,816万円

予備費

3,000万円 議会費

1億230万円

町町税税

1166億億44,,330077万万円円

個人町民税

6億8,343万円

法人町民税

6,365万円

固定資産税

7億1,210万円

軽自動車税

7,848万円

町たばこ税

1億491万円
入湯税

50万円

※表示未満単位は四捨五入しており、
積上げ額と一致しない場合があります。

140,000 150,000 160,000 170,000 180,000

R2

R3

R4

R5

R6

17億円415万円

16億円4,307万円

16億円5,791万円

16億円9,567万円

16億円7,366万円

名称 説明 名称 説明

議会費 議員の報酬や議会の運営に使われるお金 消防費 消防・水防・災害対策に使われるお金

総務費 町政全般の管理に使われるお金 教育費
小学校・中学校などの教育、文化、スポーツの
振興などに使われるお金

民生費
高齢者・障がい者・児童などの福祉、認定こども園などに使
われるお金

衛生費 住民健診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金

農林水産
業費

農林業の振興、農道・林道などの整備に使われるお金 公債費 町債（借金）の返済にあてるお金

商工費
観光宣伝、中小企業支援、企業誘致促進などに使われる
お金

諸支出金 水道・下水道事業会計へ支出されるお金

土木費 道路、公園、町営住宅などの整備や管理に使われるお金 予備費 緊急に支出を必要とする場合に使用するお金

災害復旧
費

大雨や地震などの災害により被災した道路、施
設の復旧に使われるお金
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一般会計の歳入
一年間の町の収入に

ついて説明します

歳歳入入合合計計

111177億億66,,880000万万円円

町税の内訳

町民税・・・県民税と合わせて住民税といわれる税
個人町民税・・・個人の前年の所得にかかる税

法人町民税・・・町内の事業所等にかかる税

固定資産税・・・
土地、家屋、償却資産（事業用の機械等）
にかかる税

軽自動車税・・・
原動機付自転車、オートバイ、軽自動車
などにかかる税

町たばこ税・・・
たばこ製造業者等が町内の小売販売事業者
に売り渡したたばこにかかる税

入湯税・・・
温泉がある旅館や入浴施設などの鉱泉浴
場における入湯（入浴）にかかる税

町税

16億4,307万円

分担金及び負担金

3,641万円 使用料及び手数料

9,849万円

繰入金

7億446万円

その他収入

4億8,719万円

地方譲与税

1億2,463万円

各種交付金

4億1,300万円

地方交付税 49億8,000万円

国県支出金

17億15万円

町債

15億8,060万円

説明

町税 町民の方などから納めていただく税金

分担金及び負担金 町が行う事業によって利益を受ける方から、その対価として徴収するお金

使用料及び手数料 各種施設の使用料や住民票の交付手数料など

繰入金 主に基金（積立金）を取り崩して繰り入れるお金

その他収入 財産収入や寄附金、繰越金、諸収入など

地方譲与税 国税として徴収した自動車重量税、地方揮発油税などの一部から、町へ分配されるお金

各種交付金 地方消費税交付金や地方特例交付金など

地方交付税 それぞれの地方公共団体の収入の格差をなくすために、国から交付されるお金

国県支出金 特定の目的のために、国や県から交付されるお金

町債 特定の目的のために、国や銀行などから借り入れるお金

自
主
財
源

依
存
財
源

名称
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